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はじめに





影響を受けて記録的な被害を受ける国が増えている。2011 年３月 11 日の東日本大震災、2013 年
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　2013 年は 30 個もの台風がフィリピンを襲った。特





















明確にすることが提案された。そこで、Facebook に OSP の公式サイトを開設し、活動を紹介し
ながら協力者を募ると共に意見や情報を得ることにした。2013 年の最高アクセス数は６千を超え







外部からの協力団体、NPO 法人の Ubdobe、Class for Everyone、そして、JP マネジメントが加
わった。いずれも若手起業家でユニークな発想の元、独自の方法で社会貢献をしている。Ubdobe
は音楽・アート・医療福祉を融合させたプロジェクトを通じて、あらゆる人々の積極的社会参加を
推進する団体である。Class for Everyone は日本で使われなくなったパソコンを個人や企業などか


































　終了してみると、イベント参加者は 216 人を数え、寄せられた義援金はほぼ 100 万円になった
（図１）。義援金は、当日の入場料から得たものだけではない。一企業からは 10 万円が寄付され



















































決定するまでの経緯を説明した。しかし、10 月 30 日はイベント開催者にとって不運な日となっ
た。大学内のイベントが３つも重なってしまったのである。結果、学生たちは思い思いのイベント
表１　各イベントの実施内容比較表













合わせた 200 人以上を集めたチャリティー・イベントを成功裡に終えたことは、OSP メンバーに

























村には 60 世帯が住んでいる。その内、10 世帯はコミュニティ組織の形成から住宅建設の支援を










































のは破損した住宅か船の修繕であったが、船は NGO の GK が８隻寄付することになっていた。







































た支援活動のあり方を考えている。ISR とは Individual Social Responsibility の略で、「支援の規模
やスタイルにこだわらず、困っている人を助けたいと思う個人をつなぎ社会的責任を果たしていく

































写真 10　古着の整理 写真 11　ガレージセール 写真 12　ガレージセール
2014年春季 2014年夏季 2015年春季 2015年夏季
参　加　人　数 12人 15人 9人 8人
支　　援　　金 100万円 22万円 11万6千円 2万円
支　援　内　容






























ビジネス経験や知識のない団体が起業することは容易ではない。ISR には RDS の１部 2 部生のみ
ならず、文化部生や国際経済学部生、さらには他大学生、社会人を含む 27 人がメンバーとなって





写真 13　デイケアセンター前 写真 14　先生と子供達 写真 15　デイケアセンターの中
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Students Oriented Group Activities on a Typhoon-Stricken Area: Aiming at Self-
Support of a Fishermen’s Village on Leyte Island
Yuko KOBAYAKAWA
　This paper reports on the students oriented group activities in a fishermen＇s village on Leyte Island 
hit by Super Typhoon Yolanda in November, 2013. Chapter one describes the processes and challenges 
the group had faced through three charity events they conducted. Chapter two describes what they had 
learned in the village. Chapter three is about issues the group faces today and their future intentions.
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